
市民アンケート調査結果 
 

１. 調査目的 
朝倉市復興計画の策定にあたり、基本理念に基づき行う復旧・復興施策を検討するための

基礎資料とするため、平成 29 年 7月九州北部豪雨において、特に被害の大きかった 8 コミュ

ニティ全世帯に対して、アンケート調査を実施しました。 

 

２. 実施概要 

調査対象 
特に被害の大きかった 8 コミュニティ（松末、杷木、久喜宮、志波、朝倉、

高木、三奈木、蜷城）の全世帯（7,319 世帯） 

調査期間 平成 29年 11 月 27 日～平成 29年 12 月 11 日 

調査方法 郵送配布、郵送回収（対象者に調査票・返信用封筒を送付） 

回 答 数 2,934 世帯（回収率：40.1％） 

 

３. 設問内容 

項目 設問内容 

回答世帯の特性 
世帯構成、被災前に住んでいたコミュニティ・行政区、被災前

のすまいの形態、すまいの被災状況、現在のすまい 

安心して暮らせる 

すまいとコミュニティ 

の再生 

すまいの再建の意向、今後のすまいの意向、同じ地区（コミュ

ニティ）に戻る（残る）ために必要なこと、すまいの再建にあ

たっての意見等、暮らしを再建する上で重視すること 

市民の命を守る 

地域づくり 

安全な地域づくりのために必要と考える施策（ハード対策、ソ

フト対策） 

地域に活力をもたらす 

産業・経済の復興 

被災前の仕事、被災前後での仕事の変化、仕事再開の目処（休

業中の方）、仕事を再開する上で重視すること、産業・経済復興

において重視すること 

自由意見 復興に向けたまちづくり等のアイデア・提案、意見・要望 

 

４. コミュニティ別回収数 

地区名 
配布数 

（世帯数） 

回収数 回収率 

（％） 被災あり※ 被災なし 合計 

松 末 247 107 44 151 61.1

杷 木 1,119 114 325 439 39.2

久 喜 宮 763 103 153 256 33.6

志 波 575 50 124 174 30.3

朝 倉 2,672 376 752 1,128 42.2

高 木 183 55 39 94 51.4

三 奈 木 1,134 78 312 390 34.4

蜷 城 626 156 113 269 43.0

地区不明 ― ― ― 33 ― 

計 7,319 2,934 40.1

※問３（おすまいの被災状況（り災証明の内容））において、「全壊」「大規模半壊」「半壊」「一部損壊、床下浸水」

と回答した人 

資料１ 
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５. 市民アンケート調査結果の概要 
 

全体 

○ アンケート回答者のうち６割程度が「被害無し、り災証明書を申請していない」とな

っています。 

○ 被災した世帯（「全壊」「大規模半壊」「半壊」「一部損壊、床下浸水」）のうち、７割程

度が自宅で生活している一方で、仮設住宅等での生活を余儀なくされている世帯が２

割程度となっています。 

 

すまいと暮らしの再建 

○ 豪雨災害を踏まえた今後のすまいの意向として、「現時点では判断できない」との回答

が松末地区や高木地区、志波地区で高い傾向にあります。 

○ ８地区すべてにおいて、「自然災害に対する安全性の確保」が最も重視することとなっ

ています。 

○ 「豪雨災害からの生活再建資金の確保」を重視するとの回答が松末地区や久喜宮地区

において高い傾向にあります。 

 

安全な地域づくり 

○ ８地区すべてにおいて、「河川の改良（拡幅、浚渫、堤防の嵩上げ、蛇行対策等）」が

最も必要な対策となっています。 

○ 松末地区や杷木地区、久喜宮地区、志波地区、高木地区においては「砂防事業（砂防

ダムの設置、浚渫等）」や「治山事業（山腹工等）」、三奈木地区や蜷城地区においては

「避難所、避難場所の整備」、久喜宮地区や朝倉地区においては「ため池の改修」を必

要とする傾向にあります。 

○ 松末地区や高木地区では「安全な居住地への移転」を必要とする傾向が他地区よりも

高くなっています。 

 

産業・経済復興 

○ 豪雨災害により「失業した（している）」「休業・休職した（している）」「転職した」

と回答した世帯のうち、松末地区や杷木地区、志波地区において仕事再開の「目処は

立っていない」との回答割合が高くなっています。 

○ ８地区すべてにおいて、産業・経済復興のために最も必要な施策としては、「若者の地

元就職支援､若い世代の意見を取り入れた事業化の推進」となっています。 

○ 松末地区や朝倉地区、蜷城地区においては「農林業の担い手の確保、新規就農者への

支援」への回答割合が高い傾向にあるとともに、松末地区では「高齢者も働きやすい

環境づくり」への回答割合も高くなっています。 
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豪雨災害時のおすまい、現在のおすまい等についてお尋ねします

問２　豪雨災害時のおすまいの形態を教えて下さい。〔ひとつに○印〕

【全体】 (n=2934) 【全体】 (n=2934)

  

 

問４　現在のおすまいの形態を教えて下さい。〔ひとつに○印〕

【全体】 (n=2934) 【被災世帯※】 (n=1043)

 

問５　現在の世帯構成を教えて下さい。〔ひとつに○印〕

【全体】 (n=2934)

問１ 豪雨災害時のおすまいのコミュニティ・行政区名を教えてくだ
さい。〔ひとつに○印〕

問３　おすまいの被災状況（り災証明の内容）を教えて下さい。〔ひ
とつに○印〕

※被災世帯は、問3で「全壊」「大規模半壊」「半壊」「一部損壊、床下浸
　水」を回答した世帯（以下、同様）

松末 5%

杷木 15%

久喜宮 9%

志波 6%

朝倉 38%

高木 3%

三奈木 13%

蜷城 9%

無回答 1%

持ち家（戸建、ﾏﾝｼｮﾝ

等） 90%

借家（戸建）

2%

借家（共同住宅）

2%

社宅 0.4%

公営住宅

1%

その他 2%
無回答 2%

不明・複数

回答 0.2%

自宅 68%

応急仮設

住宅 4%

みなし応急仮

設住宅 12%

民間賃貸住宅(み

なし応急仮設住

宅を除く) 5%

親類・知

人宅 4%

その他 5%無回答 2%

不明・複

数回答 1%

単身（65歳以

上） 12%

単身（選択肢1

以外） 5%

夫婦のみ（共

に65歳以上）

17%

夫婦のみ（選

択肢3以外）

8%夫婦と子ども

21%

夫婦と親 7%

３世代以上

16%

その他 11%

無回答 3%

不明・複数回

答 1%

全壊 5%
大規模半壊

3%

半壊 12%

一部損壊、床

下浸水 16%

被害無し､り

災証明を申

請していな

い 59%

現在調査中

1%

無回答 4%

不明・複数

回答 0.4%

3



すまいと暮らしの再建についてお尋ねします

問６　豪雨災害からのおすまいの再建について教えて下さい。〔ひとつに○印〕

【全体】 (n=2934) 【被災世帯】 (n=1043)

問７　豪雨災害を踏まえ、今後のおすまいをどうお考えですか。〔ひとつに○印〕

【被災世帯】

問９　すまいや暮らしを考える上で、重視することを教えて下さい。〔３つまで○印〕

【全体・地区別】

再建は不要・

しない 57%

再建した(修

理･建替え･購

入) 10%

修理を考えて

いる 6%

建替え･購入を

考えている 3%

自主的な再建

は極めて困難

3%

その他 7%

無回答･不明

13%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

100.0%

松末 杷木 久喜宮
志波 朝倉 高木
三奈木 蜷城 地区不明
全体

豪雨災害からの

生活再建資金

の確保

自然災害に対する

安全性の確保

日常生活(買い物､

通院､通勤･通学など)

の利便性の確保

医療・福祉環境

の充実

教育・子育て環境

の充実

ご近所づきあい･

コミュニティの充実

働く場所の確保

その他

再建は不要・

しない 28%

再建した(修

理･建替え･購

入) 27%

修理を考えて

いる 16%

建替え･購入を

考えている 9%

自主的な再建

は極めて困難

7%

その他 8%

無回答･不明

6%

41%

46%

62%

54%

79%

35%

77%

78%

50%

66%

2%

14%

6%

6%

4%

5%

4%

1%

25%

5%

7%

6%

2%

6%

1%

16%

1%

1%

4%

3%

4%

3%

4%

1%

1%

3%

2%

34%

16%

16%

22%

5%

24%

6%

9%

13%

7%

3%

5%

4%

3%

9%

3%

3%

4%

7%

11%

7%

4%

7%

11%

8%

5%

25%

7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

松末

杷木

久喜宮

志波

朝倉

高木

三奈木

蜷城

地区不明

計

被災前の元の場所に住み続ける、住み続けたい 同じ地区(ｺﾐｭﾆﾃｨ)内の別の場所に転居を考えている

市内の別の地区(ｺﾐｭﾆﾃｨ)に転居を考えている 市外に転居を考えている

現時点では判断できない その他

無回答･不明

(n=107)

(n=114)

(n=103)

(n=50)

(n=376)

(n=55)

(n=78)

(n=156)

(n=4)

(n=1043)

被
災
世
帯
・
地
区
別
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安全な地域づくりについてお尋ねします

問10　安全な地域づくりのために必要と考える施策(ハード対策)について教えて下さい。〔３つまで○印〕

【全体・地区別】

　

問11　安全な地域づくりのために必要と考える施策(ソフト対策)について教えて下さい。〔３つまで○印〕

【全体・地区別】

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

松末 杷木 久喜宮 志波 朝倉 高木 三奈木 蜷城 地区不明 全体

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

100.0%

松末 杷木 久喜宮 志波

朝倉 高木 三奈木 蜷城

地区不明 全体

ため池の改修

砂防事業

(砂防ダムの

設置､渫等)

治山事業

(山腹工等)

新たな避難路

の整備

避難所、避難

場所の整備

居住地、農地

の嵩上げ

安全な居住地

への移転

その他

河川の改良(拡幅､

浚渫､堤防の嵩上げ､

蛇行対策等)

植林や間伐など

適切な森林の

整備･保全

道路の改良

(拡幅､

嵩上げ等)

自主防災組織など

地域での防災

体制の強化

消防団の強化(消防

団への加入促進や

消防団員の

処遇の改善)

ハザードマップ、

自主防災マップ

の見直し

防災教育や

防災訓練、

防災図上訓練

等の実施

身近な避難所･

避難経路の

確認・確保

災害時における

情報伝達手段

の確保･整備

地域での声掛け、

助け合い

その他

避難所等における

防災備蓄品
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産業・経済復興についてお尋ねします

問12　豪雨災害時のお仕事(複数ある場合は主なもの)について教えて下さい。〔ひとつに○印〕

【全体】 (n=2934)

【全体・地区別】

【全体・地区別】

問14　問13で、「失業した(している)」「休業･休職した(している)」「転職した」を選択された方にお尋ねします。お仕事に変化が
あった理由について教えて下さい。〔ひとつに○印〕

問13　問12で、「自営(農林漁業)」「自営(農林漁業以外)」「勤め人(官庁､会社など)」を選択された方にお尋ねします。豪雨災害時の
影響によるお仕事の変化を教えて下さい。〔ひとつに○印〕

自営（農林漁

業） 21%

自営（農林漁

業以外） 11%

勤め人（官庁、会

社など） 33%

無職 27%

無回答 8%

不明・複数回

答 1%

(n=98)

(n=285)

(n=164)

(n=123)

(n=746)

(n=54)

(n=229)

(n=176)

(n=13)

7%

1%

1%

3%

3%

11%

3%

8%

3%

21%

12%

14%

11%

13%

6%

6%

14%

12%

1%

2%

2%

1%

0.4%

4%

1%

1%

59%

73%

73%

66%

73%

67%

85%

69%

92%

73%

11%

8%

7%

10%

6%

9%

3%

8%

7%

5%

3%

9%

4%

4%

5%

6%

4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

松末

杷木

久喜宮

志波

朝倉

高木

三奈木

蜷城

地区不明

計

失業した（している） 休業・休職した（している） 転職した 変化無し その他 無回答･不明

(n=1888)

地
区
別

(n=296)

41%

23%

21%

26%

36%

18%

21%

53%

100%

33%

21%

26%

39%

32%

26%

27%

36%

23%

27%

7%

21%

14%

11%

13%

7%

11%

24%

21%

14%

21%

16%

18%

29%

20%

19%

7%

9%

11%

11%

10%

36%

7%

3%

10%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

松末

杷木

久喜宮

志波

朝倉

高木

三奈木

蜷城

地区不明

計

農地が被災したため 自分自身､家族が被災したため 勤め先が被災したため その他 無回答･不明

地
区
別

(n=29)

(n=43)

(n=28)

(n=19)

(n=121)

(n=11)

(n=14)

(n=30)

(n=1)
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問15　お仕事の再開に向けた目処を教えて下さい。〔ひとつに○印〕

【全体・地区別】

　

問17　朝倉市の産業・経済復興のために必要と考える施策について教えて下さい。〔３つまで○印〕

【全体・地区別】

　0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

松末 杷木 久喜宮 志波 朝倉 高木 三奈木 蜷城 地区不明 全体

積極的な企業

誘致、企業の

地方拠点化
地域産業

の活性化･

基盤強化

農林体験等を通じた

他都市等との共生･

交流､ｸﾞﾘｰﾝﾂｰﾘｽﾞﾑ

の推進

農林漁業の６次

産業化(生産と

加工･販売の

一体化)の推進

女性の

就業支援

その他

農林水産物の

ブランド化

･特産品づくり

3つの高速道路

ＩＣを活かした

観光･交流の推進

高齢者も

働きやすい

環境づくり

朝倉市の知名度

向上､地域資源

を活かしたPR

若者の地元就職支援､

若い世代の意見を取り

入れた事業化の推進

旅行者の増加

促進､海外から

の旅行者受入れ

新たな

地域企業

の創出

農林業の担い手

の確保､新規

就農者への支援

17%

30%

57%

26%

45%

27%

71%

70%

43%

14%

9%

7%

5%

7%

9%

14%

8%

59%

44%

25%

53%

28%

36%

7%

13%

32%

12%

5%

7%

9%

7%

6%

10%

5%

11%

11%

12%

18%

7%

10%

100%

11%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

松末

杷木

久喜宮

志波

朝倉

高木

三奈木

蜷城

地区不明

計

目処は立った(市内で再開) 目処は立った(市外で再開) 目処は立っていない その他 無回答･不明

(n=29)

(n=43)

(n=28)

(n=19)

(n=121)

(n=11)

(n=14)

(n=30)

(n=1)

地
区
別

(n=296)

7


